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第３章 アルコールと関連化合物

１ アルコールとエーテル

Ａ アルコール

①アルコール

アルコール：炭化水素の水素原子 H を，ヒドロキシ基-OH で置換した構造をもつ化合
物のこと。

（例）エタノールの示性式

Ｃ２Ｈ５－ＯＨ
↑ ↑

炭化水素から水素原子 Hが ヒドロキシ基

１つ外れているのでアルキ

ル基となる。記号はＲ。

〔命名法１〕ヒドロキシ基が１つしかないアルコールの命名法は，アルカンの語尾を-ol
（オール）に変える。

Ｃ２Ｈ６ → Ｃ２Ｈ５ＯＨ
エタン（-ane） エタノール（-ol）

ヒドロキシ基を１つもつ脂肪族飽和アルコールの一般式は，ＣｎＨ２ｎ＋１－ＯＨとなる。

炭素数ｎがｎ＝３以上になると構造異性体が存在する。

（例）プロパノール（ｎ＝３）

ＣＨ３－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨ → １－プロパノール

３ ２ １

ＣＨ３－ＣＨ－ＣＨ３

│ → ２－プロパノール
ＯＨ

〔命名法２〕ヒドロキシ基の位置によって構造異性体が存在する場合は，直鎖の炭素に

番号を付け（数字は小さくなるようにする。），その数字を書く。

（例）Ｃ４Ｈ９ＯＨ

４ ３ ２ １

ＣＨ３－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨ １－ブタノール

４ ３ ２ １

ＣＨ３－ＣＨ２－ＣＨ－ＣＨ３ ２－ブタノール
│
ＯＨ

※炭素に付ける数字は，名前で呼ぶときに一番小さくなるように付ける。
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３ ２ １

ＣＨ３－ＣＨ－ＣＨ２－ＯＨ ２－メチル－１－プロパノール
│
ＣＨ３

ＣＨ３

１ │ ３
ＣＨ３－Ｃ－ＣＨ３ ２－メチル－２－プロパノール

│
ＯＨ

＊炭素数の少ない（ｎの数が小さい）アルコールを低級アルコールといい，炭素数が多

い（ｎの数が大きい）アルコールを高級アルコールという。

②価数による分類

一価アルコール：ヒドロキシ基の数が１つだけのアルコールのこと。

（例）エタノール

ＣＨ３－ＣＨ２－ＯＨ

二価アルコール：ヒドロキシ基が２つあるアルコールのこと。

（例）エチレングリコール（１．２－エタンジオール）

ＣＨ２－ＯＨ ↑
│ 現在の命名法に基づく名前
ＣＨ２－ＯＨ

三価アルコール：ヒドロキシ基が３つあるアルコールのこと。

（例）グリセリン（１．２．３－プロパントリオール）

ＣＨ２－ＯＨ ↑
│ 現在の命名法に基づく名前
ＣＨ－ＯＨ
│
ＣＨ２－ＯＨ

多価アルコール：ヒドロキシ基が２個以上あるアルコールのこと。

③級数による分類

第一級アルコール：ヒドロキシ基－ＯＨが付いている炭素原子に水素原子が２個以上付

いているアルコールのこと。

Ｈ Ｈ Ｈ
│ │ │

Ｈ－Ｃ－ＯＨ Ｈ－Ｃ－Ｃ－ＯＨ
│ │ │
Ｈ Ｈ Ｈ

第二級アルコール：ヒドロキシ基－ＯＨが付いている炭素原子に水素原子が１個付いて

いるアルコールのこと。

Ｈ ＣＨ３

│ │
Ｈ－Ｃ－Ｃ－ＯＨ

│ │
Ｈ Ｈ
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第三級アルコール：ヒドロキシ基－ＯＨが付いている炭素原子に水素原子が付いていな

いアルコールのこと。

Ｈ ＣＨ３

│ │
Ｈ－Ｃ－Ｃ－ＯＨ

│ │
Ｈ ＣＨ３

※この級数による分類は，アルコールの酸化反応とセットで覚える。

（１）第一級アルコールの酸化反応

第一級アルコールを酸化すると，アルデヒドを経てカルボン酸を生じる。

Ｈ Ｈ ←この水素に酸素が結合する。
│

－２Ｈ
│

＋Ｏ
Ｈ－Ｃ－ＯＨ Ｈ－Ｃ＝Ｏ Ｈ－Ｃ＝Ｏ

│ ↑ │
Ｈ ←この２つの アルデヒド ＯＨ

水素原子が カルボン酸

外れる。

（メタノール） （ホルムアルデヒド） （ギ酸）

Ｈ Ｈ ←この水素に酸素が結合する。
│

－２Ｈ
│

＋Ｏ
ＣＨ３－Ｃ－ＯＨ ＣＨ３－Ｃ＝Ｏ ＣＨ３－Ｃ＝Ｏ

│ ↑ │
Ｈ ←この２つの アルデヒド ＯＨ

水素原子が カルボン酸

外れる。

（エタノール） （アセトアルデヒド） （酢酸）

（２）第二級アルコールの酸化反応

第二級アルコールを酸化すると，ケトンを生じる。

ＣＨ３ ＣＨ３←水素が無いのでこれ以上酸化しない。
│

－２Ｈ
│

ＣＨ３－Ｃ－ＯＨ ＣＨ３－Ｃ＝Ｏ
│ ↑
Ｈ ←この２つの ケトン

水素原子が

外れる。

（２－プロパノール） （アセトン）

（３）第三級アルコールの酸化反応

第三級アルコールは酸化されにくい。

ＣＨ３

│
ＣＨ３－Ｃ－ＯＨ ※－ＯＨ基の付いている炭素に水素が無いので酸化されにくい。

│
ＣＨ３
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Ｂ アルコールの性質

①水溶性

アルコールのヒドロキシ基は親水基（水と仲が良い）であるから，エタノールのような

低級アルコールは水に溶解する。しかし，高級アルコールでは，疎水基（水と仲が悪い）

である炭素水素基の影響が大きくなるため，水に溶けにくくなる。ＣｎＨ２ｎ＋１－ＯＨで表

される第一級アルコールの場合，ｎ＝１～３のアルコールは水によく溶けるが，ｎ＝４の

アルコールはわずかしか溶けず，ｎ＝５以上になるとほとんど溶けない。しかし多価アル

コールにあると親水基であるヒドロキシ基の数が増えるので，炭素数が多くなっても水に

溶けるものが存在する。

②融点・沸点

アルコールはヒドロキシ基をもつので，分子間で水素結合を生じる。したがって，分子

量が同じ程度の炭化水素や構造異性体の関係にあるエーテルよりも，融点や沸点が高い。

Ｃ アルコールの反応

①金属ナトリウムとの反応

アルコールは単体のナトリウムと反応して水素を発生し，ナトリウムアルコキシドを生

じる。

２Ｒ－ＣＨ２－ＯＨ ＋ ２Ｎａ → ２Ｒ－ＣＨ２－ＯＮａ ＋ Ｈ２↑

アルコール ナトリウムアルコキシド 水素

（例）

２ＣＨ３－ＣＨ２－ＯＨ ＋ ２Ｎａ → ２ＣＨ３－ＣＨ２－ＯＮａ ＋ Ｈ２↑

エタノール ナトリウムエトキシド

②分子内脱水反応

濃硫酸を 160～ 170℃に加熱しながらエタノールを加えると，ヒドロキシ基とそれが結
合している隣の炭素原子に結合しているＨ原子が水分子となってとれ，エチレンが生じる。

Ｈ Ｈ （※濃硫酸は脱水剤） Ｈ Ｈ
│ │

濃硫酸，160～ 170℃ ＼ ／
Ｈ－Ｃ－Ｃ－Ｈ Ｃ＝Ｃ ＋ Ｈ２Ｏ

│ │
脱水

／ ＼
Ｈ ＯＨ Ｈ Ｈ

エチレン

③分子間脱水反応

濃硫酸を 130℃程度に加熱しながらエタノールを加えると，一方のエタノール分子のヒ
ドロキシ基と，他方のエタノール分子のヒドロキシ基とから水分子がとれて，ジエチルエ

ーテルが生じる。このように，２分子から水のような簡単な分子がとれて結合することを

縮合という。

濃硫酸，130℃
Ｃ２Ｈ５－Ｏ－Ｈ＋Ｈ－Ｏ－Ｃ２Ｈ５ Ｃ２Ｈ５－Ｏ－Ｃ２Ｈ５＋Ｈ２Ｏ

縮合
ジエチルエーテル

Ｄ さまざまなアルコール：教科書 P313～ P314をよく読みましょう。
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Ｅ エーテル

エーテル：２つの炭化水素基の隣りあったＣ原子の間にＯ原子が結合した構造の化合物

のこと。

（例）

ＣＨ３－Ｏ－ＣＨ３ Ｃ２Ｈ５－Ｏ－ＣＨ３ Ｃ２Ｈ５－Ｏ－Ｃ２Ｈ５

ジメチルエーテル エチルメチルエーテル ジエチルエーテル

※アルコールと構造異性体の関係にある。

（例）Ｃ４Ｈ１０Ｏのエーテル

ＣＨ３－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３ プロピルメチルエーテル

ＣＨ３－ＣＨ－Ｏ－ＣＨ３ イソプロピルメチルエーテル
│
ＣＨ３

ＣＨ３－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ３ ジエチルエーテル

＊この３つのエーテルと，このプリントの P1～ P2に書いてある１－ブタノール，
２－ブタノール，２－メチル－１－プロパノール，２－メチル－２－プロパノ

ールが構造異性体となる。

※エーテルは分子間力が小さいので，分子量が同程度のアルコールより沸点はずっと

低く，ジエチルエーテルなどは揮発性がある。

※単体のナトリウムとは反応しない。

※水に溶けにくく，有機化合物を溶かす。

※低分子エーテルには麻酔作用がある。


